
日医発第 2106 号（医責） 

令和 8 年 3 月 31 日 

 

都道府県医師会 

産科医療補償制度 担当理事 殿 

 

日 本 医 師 会 

常任理事 濵口 欣也 

       （公印省略） 

 

「第 16 回 産科医療補償制度 再発防止に関する報告書」の公表 

 

拝啓 時下ますますご清栄の段、お慶び申し上げます。 

平素より、会務運営に関しましては多大なご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

 さて、2009 年 1 月に発足した産科医療補償制度は、2025 年 12 月末日までに

4,387 件を補償対象として認定し、補償金の支給が随時行われるとともに、原因

分析委員会において原因分析報告書が順次とりまとめられ、当該分娩機関と児

の家族へ送付されています。 

 

このたび、昨年に引き続き同制度の再発防止委員会において、2024 年 12 月

末までに公表された 4.118 件の原因分析報告書について再発防止に関する分析

を行い、吸引娩出術をテーマに再発防止策の提言などを記載した「第 16 回 産

科医療補償制度 再発防止に関する報告書」が公表されたことに伴い、産科医療

の質の向上に向けての取り組みを広く関係団体に周知いただくよう、厚生労働

省および同制度の運営機関である日本医療機能評価機構より別紙の概要と共に

依頼がありましたので、ご参照願いたくご連絡いたします。 

また、今回より冊子現物の送付は取りやめ、以下 URL からダウンロードいた

だく形式で取得いただくようよろしくお願い申し上げます。 

http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/documents/prevention/report/pdf/Saihatsu_Report_16_All.pdf 

（冊子現物をご希望される場合は、別紙下段に記載の専用コールセンターにご

連絡くだざい） 

 なお、同報告書は、産科医療補償制度加入分娩機関、関係学会･団体、都道府

県、政令指定都市、保健所設置市および特別区宛にも送付されていることを申し

添えます。 

敬 具 

http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/documents/prevention/report/pdf/Saihatsu_Report_16_All.pdf


別　紙


